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Abstract: 本論では，弥生時代における集落遺跡の分布の変遷について検討した。北部九

州全体における弥生前半期の集落分布の時期的様相について確認をおこなうなかで，筑

紫平野における集落数の著しい増大や分布変化の様相に着目し，後半期の分布動態に関

する検討を進めた。 
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はじめに 

考古学の研究において，特定の地理的範囲にお

ける遺跡（または遺物）の分布図を構築し，分布

のパターンと，その時期的な変化を把握すること

は，基礎的かつ重要な作業である。 

本研究が対象とする日本列島の弥生時代には，

縄文時代に確立された狩猟・漁撈・採集主体の生

業形態が食糧生産主体へと移行し，人口の急増が

生じたことが知られる。それは，さまざまな地域

への人々の進出・移住を促し，集落の形成・解体

（再編）を進展させることになった。また，それ

をつうじて，整備された大規模な集落（拠点集落）

が各所に成立をみるなど，より活発化した社会的

動向がうまれていったことも想定される。このよ

うな背景において，弥生時代研究のなかで集落分

布パターン変化の分析が果たす役割は，特に大き

なものであるということが理解される。 

近年においては，発掘調査をとおして得られた，

膨大な数におよぶ弥生時代遺跡の資料の整理・検

討が，急速に進められてきている。本論ではそれ

らの成果に依拠しつつ，まずは，水稲農耕の定

着・拡大が進んでいった弥生時代前半期（弥生時

代早期～中期前半頃相当）に着目して，北部九州

全体における集落分布の変遷の確認と整理をお

こなう。従来よりも広域的な視点から，分布の時

期的様相を把握することをこころみたい。 

 

1. 弥生時代前半期の北部九州における集落分

布の変遷 

1.1. 対象と方法 

北部九州（主に福岡県・佐賀県）の弥生前半期に

相当する集落資料を用い，集落分布の時期的変化

を確認する。この作業に際しては，各遺跡調査報

告書，ならびに埋蔵文化財研究会による集成的成

果（埋蔵文化財研究会編 2006a・b）などを参照し，

遺跡データベースを構築した。 

ここでは，弥生前半期をⅠ期（夜臼式期―板付
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Ⅰ・Ⅱ (a) 式期），Ⅱ期（板付Ⅱ (b・c) 式期－須

玖Ⅰ式期）の 2時期（前半期前半／後半）に大別

し，累積可視域図（Cumulative Viewshed Maps: 

Wheatley1995ほか）を用いて分布の空間的傾向を

表現している（図 1）。また，この図には，同時期

の主要な墓地遺跡の分布（白色点）を重ねて示し

ている。 

1.2. 分析結果の整理・検討（図 1） 

結果を簡単にまとめると，Ⅰ期には，玄界灘（主

に博多湾）沿岸域一帯において，分布が広く展開

していることがわかる。玄界灘に面する地域は，

大陸から海をこえて日本列島にいたる「窓口」で

あり，最初期の農耕集落や環濠集落が営まれるこ

とでも知られる。一方，この様相とは異なり，筑

紫平野（筑後・佐賀平野）では，筑後平野北部，

また，佐賀平野中央部といった特定の地理的範囲

において分布集中があらわれている。 

Ⅱ期になると，多くの地域で集落の数が増え，

分布範囲が大きく拡大する。なかでも，筑紫平野

にみる分布様相の変化は注目される。 

  

Ⅰ期（前半期前半段階） 

 

Ⅱ期（前半期後半段階） 

図 1. 北部九州地方の弥生前半期における集落分布様相 



筑紫平野全体における集落数は，前時

期と比較して大きく増大し，筑後平野北

部や佐賀平野中央部以外にも，いくつか

の地域において分布の密集傾向が生じて

いることが把握される。結果的に，分布

集中を示すエリアの数が，玄界灘沿岸域

のそれに匹敵する，ないしは上回るとい

う状況がうまれていることは重要である。

この背景には，筑紫平野への進出・移動

や人口増加が生じていくⅠ・Ⅱ期の過程

のなかで，より多くの土地で社会組織の

形成が進んだということなどが考えられ

る。 

以下では，このような筑紫平野にみる

動向が，弥生時代後半期においてどのよ

うに展開していくのかという点に絞って，

検討を進めることにしたい。 

2. 弥生時代後半期の筑紫平野における

集落分布の変遷 

2.1. 対象と方法 

佐賀平野，ならびに筑後川流域から筑

後・八女地域に相当する地理的範囲を対

象として，弥生時代後半期に相当する，

中期後半（Ⅲ期），後期前半（Ⅳ期），後

期後半（Ⅴ期），終末期／古墳時代初頭（Ⅵ

木）という 4 時期区分において，集落遺

跡の消長を整理し，分布の変遷を表現し

ている（図 2）。 

特に佐賀平野に関しては，これまでに

集落分布研究が多くおこなわれてきた経

緯があるが（細川・渋谷 1999，藤尾 2006，

細川 2009，渋谷編 2015 など参照），筑紫

平野全体の動きは必ずしも明瞭になって

はいない。玄界灘沿岸域における研究の

蓄積と対比させると，筑紫平野のそれは

十分なものとはいえないであろう。しか

し，上にみたように，筑紫平野における

動向には，北部九州地方全体を考えるう

 

Ⅲ期（中期後半） 
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 Ⅵ期（終末期／古墳時代初頭） 

図 2. 筑紫平野における弥生後半期集落分布の展開 



えでも，重要な変化が生じている。本論での作業

をつうじて，そこに検討を加えるとともに，今後

の地域間の比較研究を進めるうえでの糸口を得

ることにしたい。 

 

2.2. 分析結果の整理・検討 

Ⅲ期において，佐賀平野では，山塊丘陵裾部を

中心に集落が形成され，一定程度のまとまりを形

作りながら，分布が東西に展開していることがわ

かる。筑後平野においては，筑後川中流域や，筑

後平野南部などに比較的多数の集落の存在が確

認される。Ⅱ期にみる分布密集域と対応するであ

ろう。 

Ⅳ期における佐賀平野の様相については，Ⅲ期

からの大きな変化が生じているわけではない。一

方，筑後平野南部（筑後市・八女市など）におい

て，比較的明瞭に集落数の増加が認められる。こ

れはⅡ・Ⅲ期にも分布の集中性が高かったエリア

である。 

Ⅴ期をむかえると，筑後川下流域において際立

った動きが起こる。集落数の面でかなりの増加が

認められ，また，脊振山丘陵裾部以外に，そこか

ら南側のエリア（平野低平地）における集落数も

増加する。加えて，八女地域東部において，集落

数がさらに増え，筑後平野南部では集落数がこの

段階でピークをむかえることになる。 

Ⅵ期においては，全体的に集落数が減少するが，

同様のパターンは確認される。筑後川下流域にお

ける集落数は依然として多く，分布の集中性も高

い。 

以上の検討より，集落数の増加や分布変化の面

で，Ⅴ期がひとつの転換期となることが確認され

る。この具体的背景については本論で詳しく論じ

うることではないが，Ⅰ・Ⅱ期に分布集中傾向が

生じたエリアに加えて，有明海につうじる筑後川

下流域という空間に分布が集中し，そこへの指向

性がつよくあらわれていったということが理解

される。この点については，河川・海域・陸上と

いう要素が絡むポイントが新たに重要性を帯び

ていったことなどが，考えられる。 

 

おわりに 

本論では，まず弥生前半期における集落分布の

変遷をたどり，全般的傾向を把握するなかで，筑

紫平野にみられる分布の著しい変化の様相に着

目し，分析の的を絞って弥生後半期についての確

認・整理をおこなった。この作業を基礎として，

他地域，特に玄界灘沿岸域の様相との相互参照・

比較を進めることを，今後の課題としている。 
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